
◎東名・新東名のダブルウェイ

◎中部横断自動車道が開通間近

◎圏央道の開通で北関東とのアクセスも向上
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宮川森林組合の挑戦 ～多様で豊かな森林資源と森の文化を未来へ～

１．森林経営が抱える課題
森林面積が国土の2/3を占め

るわが国は、先進国で有数の森
林大国といえる。森林は、土砂災
害防止・土壌保全、水源涵養、生
物多様化などの多面的な機能を
保有している。中でも、わが国は
2016年に締結されたパリ協定で、温室効果ガス排
出量を2030年度に2013年度比で26％削減するこ
とを表明しており、地球温暖化防止の面で森林が
果たす役割は極めて大きい。
一方、現在の森林経営は、「森林の役割とそれに
適したゾーニング管理」「森林経営の効率化・コス
ト競争力確保」「森林経営の集約化・近代化」
「森林を支える人材育成とリーダーシップ」などの
課題に直面している。こうした課題に地域をあげて
取り組み、ユニークな森づくりを行っているのが
三重県多気郡大台町の宮川森林組合だ。

２．大台町と林業
大台町は、町全域がユ

ネスコエコパーク※に認定
されており、原生に近い自
然が残る日本三大渓谷「大
杉谷」、日本屈指の秘境
「大台ヶ原」、清流日本一に
何度も選出されている一級
河川「宮川」など、自然景勝
地を多く有している。
大台町の林業の歴史は
古く、1304年の伊勢神宮式

年遷宮の際に、御杣山として用材が切り出されてい
る。明治30年代後半にはスギ・ヒノキなど針葉樹の

計画的な造林がはじまり、昭和30年代以降、造林
規模の急速な拡大で繁栄してきた。しかし、近年で
は木材価格の低迷や後継者不足（大台町の現在の
人口は約9,300人。1955年のピークから約1万人減
少）などの理由から生産活動が著しく停滞し、手入
れが行き届かない人工林が増加している。まさに前
述の森林経営の課題に直面している状況だ。

３．広葉樹の森づくり
スギ・ヒノキなどの針葉樹の林業は、植樹から50
～60年後に収穫を行い、新たに植樹するという長
期間のサイクルで成り立ってきた。しかし、山林所
有者の高齢化と後継者の不在が、次の世代に向け
た森づくりへの投資をためらわせている。そのような
中、宮川森林組合は戦後に植樹されたスギ・ヒノキ
が収穫期を迎えている今が森づくりの岐路にあると
の認識に立ち、2007年に広葉樹の森づくりを開始
した。これは、立地や針葉樹の特徴を考えずに行わ
れた一斉造林によって生じた山崩れや虫害などの
反省に立った試みでもある。
この取り組みの１つ目の特徴は、「広葉樹を中心
とした多様性の高い森づくり」。既存のスギ・ヒノキ
に加え、本来の多様な樹種が生育する多様性の

中経連事務局員が、担当するエリアでお聴きした、
各県の最新トピックや地域特有の情報を紹介するコーナーです。
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環境省の「かおり風景100選」に選ばれた大台ヶ原の自然林大杉谷の絶景ポイントの一つシシ淵
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※ユネスコエコパーク：豊かな生態系や生物多様性を守り
ながら文化的・経済的・社会的に持続可能な発展を目指
している地域として、ユネスコが認定する「生物圏保存地
域」の日本での通称
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とした多様性の高い森づくり」。既存のスギ・ヒノキ
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高い森づくりを目指している。地形や土壌などの
環境に適した多様な森づくりには、以下のような
メリットがある。
①成長スピードの異なる樹種を植えることにより、
これまでの長い投資回収期間を短縮できる
②建材として用いられるスギ・ヒノキは値崩れして
いるが、広葉樹の用途は建材以外にもあるた
め値崩れしにくい
③良質な樹木が育つ
④山の保全費用が抑えられる
２つ目の特徴は、「地域性苗木の使用」。良質な樹
木に育てるには、同じ樹種だとしても、地域の特性に
適した苗木を植える必要がある。そのため森に自生
する樹木の種子から、育てた苗木を植樹している。
３つ目の特徴は、「シカ害対策のパッチディフェ
ンス」。大区画をフェンスで囲う従来の方法ではな
く、狭く囲われた場所にシカが飛び込まない習性を
生かしたフェンスの設置でシカ害から苗木や若木
を守っている。
４つ目の特徴は、「バックキャスティング」。50年
後の森の理想像を描いた上で、バックキャストした
設計図をつくり、植樹を行っている。森の姿を描く
際には、土壌の性質にまでこだわって植える樹種を
決めている。また、針葉樹とは異なり、等間隔でな
い植樹は、一見非効率に思えるが、下草刈りや間
伐が不要になるなど、先駆的で全国でも珍しい新
しい森づくりとして注目されている。

４．宮川森林組合の商品開発とイノベーション
宮川森林組合では、ヒノキ

に加え、クロモジ、タムシバ、
カナクギノキなど、広葉樹の
森づくりで成長した樹木や
大台町に自生している樹木
を使い、「Odai」のブランド
で、アロマウォーター、エッセンシャルオイル、フレグ
ランスウォーターなどのアロマ商品を展開してい

る。大台町の森や
水を生かし、自然
をかたちにした天
然成分100％のア
ロマとして注目を
集めている。また、

成長が早い広葉樹の枝葉を原材料にすることで、
課題であった投資回収期間の
短縮にもつながっている。
さらには、「Oda i」ブランド
の中に新たにコスメブランド
「cokage」を立ち上げ、高級化
粧品「cokage essential oil 
soap」「cokage night aesthetic 
cream」「cokage ash body 
soap」「cokage lotion」の販売
を今年11月に開始する。いずれ
も、大台町の自然資源を最大限に研ぎ澄まして開
発された商品で、デザイン性の高い洗練された
パッケージは、環境配慮型のプラスチックフリー

にもなっている。東京の
マーケットからスタート
し、今後はニューヨーク、
パリなど海外富裕層を
ターゲットとした販売も
視野に入れている。

中経連は、イノベーションの触発、伝統工芸の
振興、地域産業の活性化を通じて、このような地域
資源を生かした積極的かつ先進的な取り組みを
応援していきたい。

文：三重担当　岡戸 信之
取材協力：宮川森林組合（http://voice-odai.jp/） 

2017年から展開するOdaiブランドの商品群

アロマオイルの抽出工程

cokage essential oil soap
上は中身、下は外装、石鹸の台には
大台町のヒノキ材を使用

cokage night aesthetic cream
容器には四日市萬古焼を使用
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50年後の森の姿からバックキャストした設計図

パッチディフェンス

形成される樹冠
（枝葉の広がり）

さまざまなサイズの樹木が共存できるよう、立地と樹種の特性を考慮しながら植樹する
ことで多様な生態系が形成される森ができる


